
　平成 30 年食肉加工品に関する年間統計資料がまとまりま
したので、お知らせいたします。

1. 生産量
　平成30年の食肉加工品の合計生産量は、554,342.0 トン（対
前年比 100.0%）と増加（+80.2 トン）し、昨年に引き続き過
去最高の生産量となりました。その内訳は、ハム類
112,105.6 トン（同 100.9%）、ベーコン類 96,879.8 トン（同
101.7%）、ソーセージ類 319,460.2 トン（同 100.2%）、プレス
ハム類 25,896.4 トン（同 88.8%）となっており、プレスハム
類を除く全ての品目で増加しました。このように、プレス
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ハム類の生産量は 100% を下回ったものの、全体としては
わずかではありますが前年を上回る結果となりました。

2. 仕向肉量
　製品製造のための原料肉の仕向肉量は、449,169.0 トン（対
前年比 100.1%）とごくわずかですが対前年を上回りました。
その主要な原料の内訳は、豚肉が376,599.9 トン（同 100.0%）、
鶏肉が 53,526.7 トン（同 101.3%）となっています。豚肉の
およそ 2 割は国内物ですが、その量は対前年比 93.0% と昨
年に引き続き減少しています。
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